ピロティ式構造物およびラーメン高架橋の耐震性能と耐震対策研究委員会

第2回　全体委員会　議事録（案）

■日時　平成19年9月25日（金）17:00-19:30

■場所　日本コンクリート工学協会12階　第3会議室

■出席者（敬称略）

鈴木（委員長），向井（幹事），井上（重），井上（範），岩渕，衣笠，楠，河本，小林，小室，真田，進藤，田中，花井，谷村（記録）

· 提出資料

2-1　第1回全体委員会議事録（案）（向井）

2-2　ピロティ柱主筋の定着に関する実験計画（花井）

2-3　摩擦減衰機構を有する弾性耐震橋脚柱（田中）

2-4　付録1-6　ピロティ形式建築物に対する耐震設計上の留意点（井上（重））

2-5　内巻スパイラルRC柱（小林）

1-14　山形鋼により柱頭・柱脚を拘束した角形鋼板巻立RC柱の実験（井上（重））

■議事内容

○委員長挨拶

　・今後の予定について

　通常はWGに分かれて作業するが，本委員会では，まず，各委員がどのような研究をしているのか，ひととおりご紹介いただいてから，WGの構成を考えることとしたい．従って，WGはしばらく作成しない．

　今年度は，本委員会を年内に1回，年明けに2回程度開催する．

　次回は，11月28日17時からとする．

○前回議事録の確認（資料2-1）

· 前回の議事録の説明があり，承認された．

· 誤字の修正（減衰を負荷→付加），用語の使い分け（層崩壊→層降伏）の指摘があった．

○資料2-4について

· 建築構造関連基準で，ピロティ構造に関係する部分の説明があった．（井上重委員）

· 付表1.6-1で，Ptが0.8％以上とあるのは，0.8%以下の誤りである．付表1.6-2のαpも修正中である．（楠委員）

· 用語について，「ピロティ構造は，『層崩壊』の可能性が高い」，「ソフトストーリー構造は，『層降伏』させる形式」と，使い分けるのが良いのでは．（鈴木委員長）

· 崩壊の定義は何か（小林委員）．落階である（井上範委員）．軽微な損傷とは何か（谷村）．通常の構造とは限界が異なる可能性がある（井上範委員）．「崩壊」や「軽微な損傷」の具体的なイメージを，今後議論していきたい（鈴木委員長）．

○資料1-14について

· 鋼板巻き補強の柱端部にアングル材を巻きつけることによって，変形性能が向上した（井上重委員）．

· No.2よりもNo.4の方の性状が良いが，その理由は何か（花井委員）．

· 鋼材の降伏点がNo.2の方が低いことが影響していると思われる（井上重委員）．

· 鋼板の端部がコンクリートにめり込むことを想定していたが，実際にそうならずに鋼板が変形した．端部に隙間を空けておく必要があると思われる（鈴木委員長）．

○資料2-2について

· ピロティ柱の柱頭部での断面変化に対応するための，柱の主筋の定着方法を検討するための実験計画について説明があった．梁が小さい場合の定着長の確保と，梁下端筋が少ない場合の接合部のせん断耐力確保が課題である（花井委員）．

· 破壊モードがいくつか現れる可能性があるので，整理が必要と思われる（鈴木委員長）．

· 定着部に梁が無い場合に，本当に定着が取れるのか（楠委員）．

· 今回の実験は，梁幅と柱幅が同じである場合を想定しているので，そのような懸念は無い（花井委員）．
· ピロティ構造の柱はDsが0.55とかなり大きいことになるが，本実験において柱の配筋はどのように決めているのか？（楠委員）

· 今回の配筋量は，実際の建物と特に整合していない。
○資料2-3について

· 柱を分割して，それらを束ねて周囲を拘束し，摩擦減衰によって耐震性を高めるアイデアについて説明があった．レベル1地震動での設計の自由度が高まれば，コストダウンの可能性が見込める，高じん性の構造を目指したものである（田中）．

· 摩擦で減衰を取るだけでなく，粘弾性材や鉄板をはさんだ場合も検討してはどうか（井上範）．

· 分割方法や拘束する方法など，検討することがたくさんあると思われる（鈴木委員長）．

○その他

· 中国の2名は，実質的に出席できないので，協力委員ではなく通信委員としたい．

· 次回は，11月28日17時～

· 次回は，楠委員，岩渕委員，衣笠委員，小林委員に話題提供をお願いする．

文責：谷村

